
●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。

千秋公園にあった頃の動物園(昭和43年撮影)

●秋田の昔を、写真で振り返ります。

あきたノスタルジー

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●４月のクイズの当選者は
17面に掲載しています。

４月27日に行われた市議会議員選挙で、市民のみ
なさんから選ばれた市議会議員の人数は何人？
来年３月末の下水道普及率(下水道で汚水を処
理できる区域に住む市民の割合)は約何％？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、６月13日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

t e l (866)2034

１

２
応募方法

※答えは５月９日、23日号の｢広報あきた｣の記事中に！

130

昭和25年(1950)、千秋公園内に｢秋田県児童会館付属動物園｣として発足した動物園。

昭和28年に県から市に移管され ｢秋田市児童動物園｣となりました。

当時の飼育動物は約40種ほど。

お猿さんがちょこんと機関車に座り、子どもを乗せて走る｢お猿の電車｣は大人気でした。

昭和48年、動物園は大森山に移転。

飼育動物は現在124種におよび、展示方法にもさまざまな工夫が凝らされています。

大森山動物園は今年、みんなに愛され開園30周年…。

４月にはイヌワシの赤ちゃん誕生のうれしいニュースもありました。

童心にかえって、動物園へ足を運んで見ませんか？

大人気だった
お猿の電車
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